
4代 ダ ライ治下 にお けるチベ ット仏教史 の展 開

矢 崎 正 見

は しが き

4代 ダ ラ イ,ユ ンテ ン・ギ ャム ツ ォ(Yon・tanrgya・mtsho)は1589年,チ ベ ッ ト暦 のso・glare.

(己丑)の 年,中 国 明朝,神 宗 代 の万 暦17年 に 出生,1616年,me-hbrug(丙 辰),万 暦44年,

す な わ ち清 の太 祖,天 命 元 年 に死 亡 した 。 彼 の27年 間 に亘 る生 涯 は,中 国 にお け る万暦 年 間 で

あ り,世 にU・う万 暦 版 の チ ベ ッ ト大 蔵 経 の集 成 が な され た の を,万 暦30年,乃 至33年 とす るな

ら,ユ ンテン14歳 若 し くは17歳 の 時 で あ り・ ジ グメ(Hjigs-mednam-mkhah)の く蒙 古 仏教 史

(Chen・pohor-gyi-yulduda艶pa無i-chosji・1tarbyun-ba)"に お け る記述 に よれ ば,彼 は14歳

で蒙 古 の 地 を離 れ,ラ サ(Lha・sa,拉 薩)・ に赴V・た1)と あ るか ら,ユ ンテ ンが ウ(Dbus,衞)の 地

方 を中心 とす るチ ベ ッ トに4代 ダ ライ として 迎 え入 れ られ た 頃 とい え るの であ る。

さ きに2),万 暦 版 集 成 の時 期 とされ る中 国 万暦 年 間 の時 代 相 と,こ の期 間 に お け る 明蔵 両 国 の

交 流 等 に つ い て,主 と して漢 文 資 料 に よ り,こ れ を探 っ たが,本 稿 に お い て は チ ベ ッ ト ・蒙 古

等 の 諸 資 料 に よ っ て,こ の時 代 の チ ベ ッ ト仏 教 史 の実 態 を究 明 し,も っ て ここ に,世 に い う万

暦 版 集 成 の背 景 に迫 ろ う とす る もの で あ る。

(1)

チ ベ ッ トに お け る ダ ラ イ ラ マ 制 は ツ ォ ン カバ(Tson・kha・pa,1357～1419)の 高 弟 の1人 で あ

る ゲ ン ドン ・ ド ゥプ(Dge-hdungrub,1391～1475)が 初 代 法 王 と な っ て 以 来,1959年 の 中 共 に

よ るV・ わ ゆ る チ ベ ッ ト解 放 后,現 在 は イ ン ドに 亡 命 中 の 第14代 テ ンジ ン(Bstan-hdsinrgya-mt・

sho,1935-)ま で,約600年 に 亘 る歴 史 を 有 す る が,こ の 制 度 が チ ベ ッ トの 地 に お い て 確 た る 根

を お ろ す に到 っ た そ の 揺 籃 期 に お い て,ダ ラ イ と し て の 活 動 を 注 目 さ れ ね ば な ら な い の は 第3

代 法 王 ソ ー ナ ム(Bsod-namsrgya・mtsho,1543^-1588)と 第5代 ロ サ ン(Blo-bzanrgyam-tsho,

1617～1682)で あ る 。

第3代 ソ ー ナ ムに つ い て,ジ グメ のQ蒙 古 仏 教 吏"が 記 述 す る 処 に よ る と,

「de.na6rim-gyisphel)s-padansa-stag・lohihorzla・lnapahitshesbco4ha与i・fiin,… ・A1.

than-rgyal-ponid,mthahhkhobmun-pahiglindkar-pornbyas-pahi.brdachad-dugos

dkar-pogsoltohkhorkhri-phragtsamdan,denidkyibtsun-mohanhkhorman-po

danbcastolionstas,mtshod-yonmjal-bahidgah-stopgyithog-mar,dnul-sranlna-

brgyalasgrub-pahimandala,gsalgyiphor-payul-dbuskyibretshad'son-bashigrin-

po-chesdkan-basogshbul-batshadmed-paphut.・ …de-nasrgyal-posgser-gyiphor-pa

chen-pomu-tiggisbkan-basogsyo-byad'sin-tulegs,mandanbsastalahibla-mavajra-

dharasheskhyabbdag-rdo-rjehchangilaska-phul3'.

つU・ で 次 第 し て,ツ チ ノ エ ト ラ(1578)の 年 の 蒙 古 暦5月 の15日 に … ・ア ル タ ン汗 自身,°

辺 境 の 未 開 に し て 暗 黒 の 国 土 を 純 白 とせ ん た め の し る し と し て,白 き 衣 を ま とU・,10,000人

程 の 眷 属 と,王 自 身 の 妃 も 亦,多 く の 眷 属 を 従 え て 来 り,而 し て,奉 献 の た め の 会 見 の も て
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な しの始 め に,五 百銀 に よ って作 れ る曼 荼 羅,黄 金 の碗 の 中国 の 単 位 に て1ツ ェ シ ョンの 宝

石 を満 せ る もの 等,無 量 の もの を賜 りた り。 一 ・又,汗 は黄 金 の大 碗 の真 珠 の 満 ち た る もの

等 の什 器 に して,誠 に善 美 な る もの な ど,数 多 く と,タ ー ライ ラマ ・ヴ ァジ ュ ラダ ー ラ,す

な わ ち ヴィ シ ュヌ持 金 剛 な る称 号 を奉 りた り。」

とあ り,同 じ く,三 代 ダ ライ とアル タ ンの 会 見 につ い て,巛 蒙 古 源 流"に よ る と,

「それ よ り,戊 寅 の年,聖 謝 一 切 喇 嘛 の英 明 を た た え て,大 衆 はい た く喜 び しに ・… ア ル タ

ン ・ハ ンの昏 暗 な る部 洲 を輝 かす 兆 芽 に 自衣 を き,、 白馬 に うち乗 り,先 頭 に立 ち し汗 は,諾

延,ジ ュ ングギ ン ・フジ ン等 万 人 をひ き い て,ふ た たび聖 喇 嘛 を迎 え て,チ ャブ チ ャル な る廟

宇 に彼 をみ ちび き,降 り た ち,か しこ に宴 をひ らか せ た ま い ぬ。 この とき,会 見 の儀 礼 に よ

りて,五 百 両 の銀 を も って つ くり し七珍 入 宝,ま た は三 十 両 の金碗 の うち に宝 石 を満 盛 し,良

緞 を各 々十 端 ・五 色 の緞 の各 色 の もの を,各 々 百端,各 色 の宝 石 を ち りば め し金 鞍 をお け る

1白 馬 を十 頭,五 千 の幣 寓,五 千 の馬 匹,獣 畜,す べ て万 件 の贅 贐 物 を呈 献 して … ・従 来 の ト

ゥベ トの三 汗 とモ ングゴ人 の フ ビ ラ ・イ ♂ノ・ン の時 代 の 旧例 の書 物 に あ わせ て,十 類 の善 福 経

の法 会 を創 立 せ しめ,聖 識 一切 ・ワチ ル ・ダ ラ ・ダ ライ ・ラマ な る称 号 を呈 レ …4)」

厂歳 次戊 寅,大 聖 瞻 仰 聖 識 一 切 喇 嘛,皆 甚 歓 悦 … ・阿 勤 坦 等照 明昏 暗 部 洲,首 先 穿 白衣,乗

白馬 而 導 引 也 。汗,同 諾 延 金 福 晉 等,帯 領 万人,又 迎 至於 察 卜恰 勤 廟,筵 宴 行 見 礼,以 五 百

両 銀 所 造 七 珍 入 宝,三 十 両 金 碗 内満 盛 宝 石,上 好 緞 十端,五 色 緞 百 端 各 色,宝 石 鏤 嵌 金 鞍 白

馬 十 匹 幣 帛五十 匹,馬 匹牲 畜 五千 疋,共 万 件 呈 献 … ・従 前土 伯 特 之 三 汗 並 蒙 古 胡 必 賚 汗 時

旧例,創 立十 善 福 経 之 政,尊 以 聖 識一 切 瓦 斉 爾 達 頼 喇 嘛 之 号 ・…5}。 」

と殆 ん ど全 同 の表 現 に よっ て,ア ル タ ン汗 か ら3代 ソー ナ ムに対 し,「 ダ ライ ラマ」 な る称 号 が

呈 せ られ た 事実 を記 して い る。

第5代 ダ ライ,ロ サ ンに つv・て は,彼 とグ シ汗(固 実 汗,顧 実 汗,Gu・"srige-genhan,Bstan・

bdsinchos-rgya1,1582～1659)と の結 びつ き につv・て,同 じ くジ グメ に は

rde葺itshedbus-gtsangirgyal・ponisde-srid-gtsanpowincin,deskarma-pabla-ma

mchodkyigtso-borbzunto.dge-lugs-pyogslabsam-sbyorlog-paman-dubyasparbrten

rgyal-pohdidpungi:tshogschen-podan-bcastodbusIgtsangiphyogssubteg,gtsan-

pahidpunmthahdagbcomstegtsan-pargyalblon:bzunnasdbuskyistehugshis-kar

bcugcindbus-gtsangiphyogs-kunmnah-log.tobsdus_.bod-chol-kha-gsumgyirgyal-por

gyurte,・ …dbus-gtsangimnah-hbansmthahdagrgyal-dban-thams-cad-mkhyenpar-phul

te,… 。6)

・ °そ の 時
,'ウiツ ァ ンの王 は デシ ツ ァ ンポ で あ って,彼 は カル マ派 の ラマ を 尊 崇 の主 とす る

こ と をな し,ゲ ル ク派 等 に対 し悪 し き計 画 を 大 い に策 した る に よ り,こ の 王(グ シ汗)大 軍

団 を も って ウ ・シ ァ ンの方 面 に来 りて,ツ ァ ンパ の無 量 の 軍 等 を 打 破 り,ツ ァ ンの 王 ・高 官

を捕 え,ウ の ネ ゥと呼ぶ 故 地 にあ る牢 に押 込 め,ウ ・ツ ァ ンの総 ての地 域 を勢 力 下 に収 めた

り。 チ ベ ッ ト3州 の王 とな りて,・ … ウ ・ツ ァ ンの無 量 の人 民 等 を勝 主 一 切 智 者(5代 ダ ラ イ,

ロサ ン)に 献 じ … °」

とあ る。,,同様 の記 述 は魏 源 のec武 記"に よ る と,

「固 始汗 とは も と厄魯 特 部 に して,明 季 に お い て東 二 部 を呑 拝 し,青 海 の地 広 き を以 て子 孫

を し℃游 牧 せ しむ。 ・… 衞 の地 は則,第 巴,達 頼 を奉 じて 之 に居 る。 蔵 地 は則,蔵 巴汗 之 に

居 る。 第 巴 の桑結 と日 う者,蔵 巴汗 と相 能 か らず 。 拉 蔵 は部 衆 を虐 し,黄 教 を毀 っ と。 師 は

固始 汗 に乞 うて之 を翦 滅 し,其 地 を以 て班 禅 に居 ら しめ,達 頼 と二 蔵 を分 主 し,尽 く紅 帽 花
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帽 の諸 法王 を逐 う。事 は崇 徳 十(入?～1643)年 に在 り7)。」

と述 べ て い る。

チ ベ ッ トにお け る いわ ゆ るダ ライ ラマ の制 度 につ い て,3代 ダ ラ イ が アル タ ン か らダ ライ の称

号 を贈 られ た こ と,な らび に5代 ダ ラ イ が 蒙 古 の グ シ汗 か ら 中央 チベ ッ トにお け る統 治権 を呈

せ られ た事 に よ っ て,活 仏 に して転 生 者 で あ るダ ライ が 全 チ ベ ッ トにお い て 法 王 即 国 王 と して

君 臨 し得 る が如 き,い わ ゆ るダ ライ ラマ 制 の成 立 を見 た と広 く云 われ て い る。 そ して,上 に 引用

した記 述 は そ の こ とに関 す る歴 史 的 事 実 を 示 す もの で あ る。 アル タ ンか ら3代 ダ ライ に贈 られ

た ダ ラ イ な る称 号 が チ ベ ッ ト本 土 で は,あ る い は チベ ッ ト人 の問 で は 余 り用 い られ ず,逆 にチ

ベ ッ ト以 外 の世 界 で広 く知 られ る に 至 っ た とい う 事 実 が あ る こ と,ま た グ シ汗 が5代 に譲 渡 し

た もの は,必 ず し もチ ベ ッ ト全 土 に亘 る統 治 権 で は な く,ウ 地 方 を中心 と して ゲル ク派(Dge-

Iugs-pa)を 公 認 し,人 々 が ゲ ル ク派 に対 す る 信 仰 を懐 くこ とを保 障 した に過 ぎ な い の で あ ろ う

が8),兎 も角 も,ダ ライ ラマ制 度 成 立 史 上,3代 と5代 とは そ の活 躍 に顕 著 な る もの が あ った ダ

ラ イ と云 うべ き で あ ろ う。

この2人 の ダ ライ に対 して,4代 ダ ライ ・ユ ンテンは どの よ うに 位 置 づ け られ る の で あ ろ う

か 。3代 と5代 の 間 に位 置 して,彼 の治 績 に は 特 に 見 る べ き もの もな く,彼 が ダ ライ と して 生

存 中,チ ベ ッ ト国 内 に特 別 な事 件 もな か った た め,歴 代 ダ ライ 中,や や もす る と傑 出 した ダ ラ

イ とは 見 られ て い な い の が現 実 で あ る。 しか しな が ら,チ ベ ッ トに お け る ダ ライ の制 が蒙 古 諸

汗 との 深 い 関 係 に よ って成 立 した 事 実 か ら見 る時,彼 が蒙 古 の地 に アル タ ン汗 の 系 統 か ら出生

した とい う点 は注 目 しな けれ ば な らな い。 彼 の 出生 は ジ グメ に よ る と,セ ンゲ ・ ドゥグ ル ン(Sen-

geduga-run,図 古 隆汗,1538～)の 長 子9),ス ー ミル ・タ ー イ チ ン ・ホ ン台 吉(Sumirtahi-c-

dinhvonthahi-ci,蘇 密 爾 岱 青)と そ の妃(btsun-mo)タ ー レー(Ta-re),パ ーノ・ン ・チ ョラ

(Pahancvo-la)の 子 と して 己丑(sa・moglan,1589)に 出生 した とあ る101。そ して,セ ンゲ は ア

ル タ ン の長 子 で あ り,セ ン ゲの6人 の子 の うち,ス ー ミル は第4代 天 王 自在 者 ヨンデ ンギ ャム ッ

ォ ペ サ ンボ(lha-rgyaldbanrin-pochebshi-pa,Yon-tanrgya-mtshodpal-bzan-po)を そ の

子 とす る点 を もって 知 られ る11)とい っ てい る。

4代 ダ ラ イ の治 下 にお け る出来 事,な らび に彼 の 治 世 につ い て 特 記 す べ き こ とが な い と一 般

に 云 わ れ て い る こ と,前 述 の 通 りで あ る が,こ の時 期 の,す な わ ち ダ ライ ラマ制 の 揺 籃期 にお

い て,ア ル タ ン汗 の血 をひ く蒙 古 系 の ダ ライ が 出現 した事 が,次 の5代 ダ ライ とグ シ汗 の 結 び

つ き を容 易 に し,ま た,当 時 にお け る蒙 藏 関係 に も,更 に は ウ ・ツ ァ ン を中心 とす る チベ ッ ト

国 内 の 問 題 や,チ ベ ッ ト仏 教 々団 に お け る ゲル ク派 の 地 位 等 に も 大 き く影 響 す る処 が あ った と

:考え られ るの で あ る。 同 じ くジグメ はユ ンテンの 出現 に対 す る蒙 古側 の 雰 囲気 と して,

厂shva・sergyibstan-pahisrolbtsugstergya1・dbandefiidsog-yuldumya-nan-las-

hdas-pahisprul-skurgyal-dbaribshi-payon-tanrgya-mtshohor-yulduskuhkhruns-pas

lhag-parsog-yuldubstan-padar-balasman-pargyur12'.

黄 帽 派 の教 流 を確 立 し,而 して,か の勝 主(第3代 ダ ラ イ)自 身,蒙 古 国 に般 涅 槃 の 化 身 た

る第4代 勝 主 ユ ンテ ン・ギ ャ ム ツ ォ と して蒙 古 の地 に 御 身 御 出生 され た の で,ま こ と に蒙 古 国

にお け る教 流 々布 のた めの 医 師 とな った の で あ る。」

と述 べ てい る。

(2)

4代 ユ ンテ ンが,ダ ライ ラマ と して ウの 中心 地 ラ サ に入 っ た の は彼,14歳 の時(1603)で あ っ

た 。 それ 以 後,示 寂 の1616年 ま で の14年 間 に亘 る彼 の治 世 中,蒙 藏 関係 は どの よ うな 展 開 を見
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た の で あ ろ うか。'

ア ル タ ン汗 は ジ グメ に よ る と,1507年,丁 卯(me-yos)の 年,ダ ヤン(Pa-thvo-mun-heta-

yan)汗 の子 と して生 れ,1583年,癸 未(sa-khyi)の 年,77歳 で浄 土 に赴 い た と され て い る13)。

彼 が明 朝 の北 辺 を脅 か し,河 北 や 山西 地 方 の 奥 深 くま で 侵 攻 した の は16世 紀 の20年 代 で あ った.

が,1570年,明 朝 の 隆 慶4年 には穆 宗 と和 議 が成 立 し,順 義 王 に封 ぜ られ た の で あ る。 この後,

蒙 古 民 族 は徒 らに明 朝 と事 を構 え る こ とな く,馬 市 に よ る交 易 関 係 も 成 立 し,蒙 古 の 人 々の な

か には 遊 牧 生 活 を捨 て て,馬 市 の周 辺 に定 住 し,農 耕 に従 事 す る者 も現 わ れ た。 か くて,蒙 古

民 族 の勢 力 は外 蒙 古 の経 綸 と中央 ア ジ ヤ に 対 す る進 出 へ と 向 け られ た の で あ っ た。 ア ル タ ン 自

身 も ソー ナ ムに ダ ラ イ の 称 号 を贈 っ た5年 前 の癸 酉 の年(1573)に チ ベ ッ トに進 攻 してV・るの で

あ る。

「御 年,68歳 に,癸 酉 の年 に サノ・リヤ ン ・ト ゥベ ト(薩 哈連 ・図伯 特)地 方 に行 兵 して上 下

部 落 ・シ ラ ・オ イ ゴル ・ア ム ド ・キ ャ ミ(沙 喇 ・衞 郭 爾 ・阿 木 多 ・喀 木)の ア リ ・ サ ガル チ

ス キバ(阿 哩 ・薩 臈 爾斯 奇 巴)・ キ ャル ブ ・ル ムブ ム(喀 噌 卜 ・擒 布 太)・ サ ル タ ン グ・サ リク ・

ケ ブ(薩 爾 唐 ・薩 臈 克 ・克 卜)の 三 諾 延,大 衆,俗 黎 を収 め,よ りて ア リク ・ラマ(阿 哩 克

劇 嘛),グ ミ ・ス ギ ャ ・バ ク シ(固 密蘇 臈 巴克 実)の 両 者 を首 長 と して一 同投 降 しぬ14)。」

そ して,こ の結 果,蒙 古 民 族 は喀木 の地 と青 海 地 方 を完 全 に手 中 に収 め得 た の で あ った 。 この

アル タ ンの東部 チ ベ ッ トの侵 攻 と,時 を隔 て る こ と約70年,5代 ダ ライ の治 下,グ シ汗 が ウ ・

ツ ァ ン両 地 方 の 争 い を平 定 す る こ とを 目的 と して ツ ァ ンの討 伐 を行 な っ た ので あ った 。

そ もそ も,チ ベ ッ ト4部 につ い て,精 史 稿"が 記 す 処 に よ る と,ア ル タ ンの チ ベ ッ ト討 伐 以

後,グ シ汗 は

「以 青海 地 広,令 子 孫游 牧 而 喀木 康 輸 其 賦 。衞 地則 第 巴奉 達 頼,居 之,藏 地 則 蔵 巴汗 居 之15)。』

とい う行 政 区 分 を保 って い た が,上 述 の如 く,

「第 巴桑 結,與 藏 巴汗 不 相 能 。謂 其 虐 部 衆,毀 黄 教,乞 師於 顧 実 汗,翦 滅 之 。 顧 実 汗 遂 以 藏

地 居 班 禅,留 長 子16)。」

とな った の で あ る。 す な わ ち,3代 ダ ライ か ら4代 ・5代 ダ ライ とダ ライへ の交 替 の な か で,

蒙 古,特 に タ ター ル(Tataru,韃 靼)部 の アル タ ン汗,な らび に青 海 の グ シ汗 の武 力 に よっ て,

衞 を残 す 他 の 地 域 は蒙 古 民族 が征 圧 す る処 と な っ た の で あ る。 が,・ 蒙 古 に よ るチ ベ ッ トへ のそ

の よ うな侵寇 が 単 な る武 力 的侵 入 の み で な く,蒙 古 諸 汗 の ラマ教 に 対 す る帰 依 とい う形 を とっ

て い る点 に,こ の 時 期 にお け るチ ベ ッ トと蒙 古 との特 殊 な関 係 を 見 る こ とが 出来 るの で あ る。

特 に,ア ル タ ン汗 と3代 ダ ライ,ソ ー ナ ムとの結 びつ き,グ シ汗 と5代 ダ ライ,ロ サ ンとの関 係

に よ っ て,ダ ラ イ ラ マ制 は そ の基 礎 を確 立 し 得 たの で あ った 。 勿 論,清 史 等 に 述 べ る如 く,

グ シ汗 は ツ ァ ンパ汗 討 伐 後,.ツ ァ ン の地 に4代 パ ンチ ェ ン(pan-chen,班 禅),ロ サ ンチ ュキ ゲ ム

ツ ェ ン(Blo-bzan,choskyirgyal-mtshan,1569～1662)を 居 ら しめ た とあ る か ら,ダ ライ の

み を全 チベ ッ トに お け る ラマ教 の 中心 と 考 え た わ けで は なか ろ うが,兎 も角 も,ラ マ教 に対 す

る帰 依 の態度 を軸 とす る蒙 蔵 親 交 策 に終 始 した の であ った 。

4代 ダ ラ イ,ユ ンテ ンと蒙 古 諸 汗 とが3代 ダ ライ とア ル タ ン,5代 ダ ラ イ とグ シ汗 の如 き特殊

な 関係 は持 た な か った にせ よ,ユ ンテ ンの場 合 も,彼,治 下 の チベ ッ トは3代 と5代 の 問 に あ

っ て,蒙 古 との関 係 に よ り,大 い にそ の親 交 の実 を挙 げ た もの と推 測 す る に難 くは ない 。 特 に

上 述 の如 く,彼 が ア ル タ ンの血 脈 を受 継 ぐも の で あ り,蒙 古 に出 生 した 点 を考 え るな ら,彼 の 時

代 こ そチ ベ ッ トと蒙 古 の民 族 を 超 え た 一 体 化 が完 成 した 時期 と云 うこ とが 出 来 よ う。 ジ グメ17)

に よ って ユ ンテ ンの伝 記 を探 れ ば,3歳 で 出生 の地 を離 れ,嘗 て アル タ ン汗 の 居 城 で あ った帰
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化 城(帰 綏 ・綏 遠)の 地 に招 かれ,こ の地 で 習 学,14歳 の時,ウ の地 よ り 奉 迎 使 と して シ ェー

ラ プ ギ ェ ム ツ ェ ン(§es・rabrgya1・mtshan)カ ミ着 城 し,こ れ に迎 え られて ラサ に入 り,ダ ライ と し

て 法 座 につv・た 。 の ち,デ プ ン(Hbras-spun)・ ツ ァ ン ・タ シル ンプ(Bkra-sislhun-po,札 什 倫 布)

と巡 錫 し,4代 パ ンチ ェ ン,ロ プサ ン に逢 い,こ の地 方 の霊 場 を巡 った 。22歳25歳 と デ プンに

おU・て パ ンチ ェ ン よ り灌 頂,具 足戒 を受 け る等 の こ とが あ っ た。 死 亡 の年 の丙 辰(1616)3月,

明 の神 宗(Shun-suwan)よ り支 那 に来 駕 され た し とv・う奉 迎 使 を受 け た が,同 年12月,年 わ

ず か27歳 で遷 化 した と伝 え られ て い る。 この よ うな彼 の伝 記 中,注 目す べ き事 の1つ は蒙 古 側

が 彼 を そ の 出生 地 で あ る蒙 古 に 留 め よう と し,ラ サ か らは彼 を ウ の地 に迎 え よ う とす る強 い意

志 が働 い た事 で あ る。 す な わ ち,彼 が3歳 で 帰化 城 に 迎 え られ,こ こ に住 す る に至 っ た後,ウ

の 地 か らは大 出納 官 ペ デ ンギ ャ ム ツ ォ(Dpal-ldanrgya・mtsho)と 多 くの部 将 達,セ ラ(Se-ra,

色 拉),デ プ ン,ガ ンデ ン(Dgah-idan,甘 丹)の 三 大 寺 よ りそれ ぞ れ 奉 迎 使 が 来 城 し,14歳 で彼 が

離 城 す る時 に ペ デ ンと蒙 古 王 との 間 に争 い が あ った事,

「dgunlo・bcu-bshimabsheskyibar-duChen-po-horgyihgro-barnamskyidon-du

bshugsto・ …"ses-rabrgyal-mtshansog-yuldugdan-hdrenlayon-badan…-rgyal-po

rgyal-mosogskyisthabsdumahisgonasb'solthabsmdsadkyan,phyag-mdsod-chen-

posthabsmkhaskyihphrulchen-posbgegsrasgrol-parmdsadde,

14歳 に至 るま で,大 蒙 古 の有 情 等 の た め に 留 ま られ … ・ウよ りシ ェー ラブ ギ ェム ツェ ンが

奉 迎 の た め蒙 古 に来 り,王 と王 妃 等 は多 くの手 段 に よ りて妨 げ られ し も,大 出納 官(ペ デ ン)

は大 い に手 段 を講 じ,妨 害 よ り逃 れ た … ・18)」

こ とが 記 され てい る。 又,グ シ汗 に よ って,ツ ァ ンの地 を任 され た4代 パ ンチ ェ ンを 師 と して

灌 頂 を受 け,具 足戒 を授 け られ て い る こ と,更 に又,特 に留 意 す べ き こ とは,彼 の生 涯 は法 王

と して の修 学 と布教 伝 導 に終 始 して居 り,蒙 古 の諸 汗 との交 流 は全 く記 され てい ない 事 で あ る。

前 述 の如 く,そ の遷 化 の年 に明 の第14代 皇 帝神 宗 か ら 奉 迎使 を受 けた の が,彼 の生 涯 にお け る

唯 一 の為 政 者 との交 流 で あ った 。

ユ ンテ ン自身 は も とよ り彼 の 時 代 の チ ベ ッ トが 蒙 古 諸 汗 と干 戈 を交 え る こ とは も とよ り,特 に

親 交 の 実 を挙 げ るが 如 き行 跡 が 見 られ なか った とい う事 は 逆 に云 えば,彼 の時 代 に お け る蒙 蔵

の 関係 は3代 ダ ライ とアル タ ンの 関 係 を 経 由 して,や や 固 定化 し,そ れ が5代 ダ ライ の時 代 に

お け る ウ ・ツ ァ ン ・カ ム ・青 海 とい う チベ ッ ト4部 に お け る統 治 区 分 を 確 立す る過 渡 期 と見 る

こ とが 出来 よ う。Ct聖 武記"巻 第5に

「伝 え て第4代 に至 る。雲 丹 嘉 穆 錯 と日 う。 蒙 古 図隆 汗 族 に生 る。14歳 入蔵 して坐 牀 す 。28

歳 に して示 寂 す。 故 に事 蹟 著 しか らず 。 然 れ ども河 套 ・青 海 ・蒙 古 そ の戒 を守 りて 敢 て鈔 掠

せ ず 。西 辺 枕 を安 んず る もの50余 年19)。」

と あ る。 正 に彼 はダ ライ と して,そ の事 蹟 に著 しき もの を持 た ない ダ ヲイ で あ った 。 しか も若

年 で逝 去 し,ダ ライ として の坐 牀 の年 月 も短 か か った が,然 し乍 ら,彼 の治 下 は事,蒙 蔵 関係

に関 す る限 り誠 に太 平 で あ り,ツ ォ ンカバ 以 来 の黄 教 の 信仰 が チ8ッ ト本 土 は も とよ り,蒙 古 ・

青 海 の地 へ ま で侵透 した時 代 と云 え るの で あ る。

(3)

ユンテン治下の蒙蔵関係が上述の如き状態で あった として,チ ベット国内,特 にウとツァン

との交流や,黄 帽派の教勢拡張に伴い,こ れに対 して他の宗派はどのような対応の仕方 をなし

たのであろうか。特 に5代 治下,.yア ンパ汗とウとの確執が,グ シ汗のツァンへの出兵を将来

したとい う事実から考えるとき,ウ とツァン・黄帽派 と古派は それぞれ4代 ダライの 時代 をど

(5)
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の よ うに迎 えた の で あ ろ うか。 以 下 シ これ らの 点 につ い て若 干 の 考察 を進 め る こ と と し よ う。

ウ と ツ ァ ンの争 い は決 して地 域 的 な争 い で は な く,結 局 の処,ウ を 中心 とす るゲ ル ク派 とツ ァ

ン地 方 を主 と して そ の勢 力 下 に収 め るツ ァ ンの 諸 王 に よ っ て 外 護 され た カル マ 派(Kar・ma-pa>

との争 い で もあ っ た。 しか も,そ れ は単 な る宗 派 間 の争 い で は な く,カ ル マ派 に対 抗 す るゲ ル

ク派 が,時 に はパ クモ ドゥ(Phags・mo・gru)王 朝2°)に頼 り,5代 ダ ライ の時 代 に は上 述 の如 く

蒙 古 の グ シ汗 の武 力 を裏 楯 と した の に対 し,カ ル マ 派 も亦,時 として は 蒙 古 諸 汗 の保 護 下 に入

り,更 には ツ ァ ン王 の支 持 に よ っ て ゲル ク派 との 教勢 拡 張 を 争 うとい う,武 力 ぐ るみ の戦 い で

あ っ た の で あ る。 か くて,チ ベ ッ ト史 の多 くの場 合 に見 られ るが如 く,宗 派 間 の抗 争 が 同 時 に

これ を相 互 に外 護 し合 う武 力 間 の争 い で も あ る とい う二 重 構 造 を 持 った の で あ る。 こ の よ うな

構 造 の典 型 が5代 ダ ラ イの 治 下 にお け る カル マ派 と ゲル ク派 の争 い=ツ ァ ンパ汗 とグ シ汗 の争

い とい う形 で出 現 した の で あ る。 然 しな が ら,5代 治 下 の この よ うな事 件 は,こ の時 期 に忽 然

と して 出現 した筈 は な く,4代 ユ ンテ ンの 時 代 に も当 然,こ の よ うな紛 争 が 行 われ て い た の で あ

っ た21)Q

本 来,カ ル マ派 は カ ー ギ ュ派(Bkah-brgyud-pa)の1分 派 と して,カ ー ギ ュ派 の始 祖 で あ る

マル パ(Mar-pa,1012～1097)の 孫弟 子 に 当 るガ ム ポ パ(Sgam-po-pa)の 高 弟,ド ゥ スム ケ ム

パ(Dus-gsummkhyen-pachos-kyi-grags-pa,1110～1193)を 開祖 とす る宗 派 で あ る。 ドゥス

ムが1155年,ラ サ北 西 の ツ ルプ(Hthur-phu)に ツ ツ ・レラル ン(Tshu-mtshurlha-lun)寺 を建

立 し,こ こが カル マ 派 の本 拠 と もな り,同 時 に こ の派 の本 山 とな っ て い る。 こ の派 の 教 学 的 特

色 と して,教 学 そ の もの の研 究 よ りは ど ち らか と云 え ば実 践 的行,特 に タ ン トラ(tantra)の 実

践 を主 ん じた。 この よ うな 傾 向 が,こ の 派 の 第2祖 と仰 が れ る カル マ パ クシ(Kar-mapagsi.

1204～1283)に よ っ て 転 生 ラマ の観 念 が 確 立 され,や が て は この 派 の相 承形 式 に転 生 に よ る化

身 ラマ制 度 が と り入 れ られ た の で あ っ た。 また,政 治 権 力,乃 至 軍 事 力 との結 び つ き と して は,

時 には ツ ァ ン地 方 の豪 族 と結 び,あ る い は蒙 古 の汗 達 を 保 護 者 と し,特 に第5祖 デ シ ンシ ェパ

(De・bshing"segs-pa,1384～1415)が 明 の 永 楽帝 に招 かれ,そ の名,デ シ ン は永 楽 帝 か ら贈 られ

た と され る事22)な ど,明 朝 との結 びつ き は顕 著 な 歴 史 事 実 で あ る。 この 派 が そ の勢 力 を消 滅 し

た一 因 は,主 と して ツ ァン の支 配 者達 と手 を結 ん だ紅 帽 派(ShwaIdmar-pa)と ア ム ド地方 を そ

の 中心 勢 力 とす る 黒 帽 派(Shwa-nag-pa)の 二 派 に分 かれ て,宗 派 内 に争v・カミあ った 事 と,最

終 的 に は上 述 の如 き経 緯 に よ っ てゲ ル ク派 に 吸収 され たの で あ った 。 然 しな が ら,ダ ライ ラマ

制 に見 られ る化 身 ラ マ転 生 の思 想 も この 派 に よっ て 打 出 され た もの で あ り,政 治 的 ・軍 事 的 権

力 を裏 楯 と して そ の教 勢 を 強 め るた め には,明 朝 ・蒙 古 諸 汗 ・ツ ァ ン地 方 の豪 族 と,広 くそれ

らの力 を活 用 す べ く努 力 し たの であ った。 とす るな ら,5代 ダ ライ,ロ サ ンの 治 下,突 如 と し

て ゲル ク派 と争 っ て破 れ た 訳 で は な く,当 然,4代 ユ ンテ ンの 時代 に あ って も,当 時 にお け る

新 興 勢 力 で あ った ゲ ル ク派 と既 に400年 余 の 歴史 を有 す る カル マ 派 との 問 に,教 学的 な とい うよ

り,武 力 に よ る闘争 が 当 然行 わ れ た と考 え られ る の で あ る。

グ シ汗 に よ っ て破 れ た ツ ァ ンパ 汗 デ シ(Sde・sridgtsan-pa,Gtsansde-pa)を は じめ と して,

ツ ァ ンの諸 王 に つ い て も同様 の こ とが考 え られ る の で あ る。5代 ダ ラ イ の時 代 とな っ て,は じめ

て カル マ 派 の外 護 者 と して ゲ ル ク派 に対 して 事 を構 え た わ け で は な く,当 然,4代 ダ ライの治

下 に あ っ て も,ゲ ル ク派,乃 至 ダ ラ イ政 庁 に対 す るツ ァ ン地 方 か らの攻 撃 は あ っ た の で あ る。本

来,ツ ァン王 とは呼 ば れ な が ら も,ウ の 中心 地 ラ サ で さえ,こ れ が完 全 に ゲル ク派 の手 中 に帰

した の は5代 ダ ライ の時 代 で あ り,4代 ダ ライ の 晩年1611年,ツ ァン の プンツ ォ(Phun-tshogs

rnams-rgyal)が ラサ を攻 撃 し,こ こに入 城 した時,彼 は征 服 者 として ラサ に到 着 した の で は な

6)
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く,寧 ろ,自 己 の領 地 を訪 問 した とい う形 を と ってv・るの で あ る33)。

上 述 のc聖 武 記 ・・の記述 に あ る 「西 辺枕 を安 ん ず る もの五 十 余 年 」 とい う表 現 は・ ま さ に蒙

蔵 関 係 につ い て は云 え るか も知 れ な い が,ツ ァ ン と ウ,カ ル マ 派 とゲ ル ク派 に つ い て は 必 ず し

も 「枕 を安 んず る」 状 態 か らは程 遠 か った の が 実態 で あ っ た の で あ る。14世 紀 の 中葉 に興 起 し,

チ ベ ッ ト国 内 にお け る統 一 の 王 朝 とも 呼 ぶ こ との 出来 た パ グモ ドゥ王朝 が 衰 微 の兆 し を見 せ,

一 方
,ダ ライ ラマ制 そ の もの は 第3代 ソー ナ ムが 蒙 古 王 ア ル タ ンか らダ ライ の 称 号 を贈 られ た

とい う歴 史 的 な動 き の なか で,蒙 古 諸 汗 の 武 力 を 裏 楯 と した ゲ ル ク派 の宗 教 的基 盤 は 徐 々 にチ

ベ ッ ト内 外 に侵 透 しつ つ あ った には せ よ,4代 ダ ライ,ユ ンテ ン治 下 の チ ベ ッ ト国 内 に は,必 ず

し も平 和 が 定 着 した とは 云 えな か った の で あ る。

む す び

ユ ンテ ン治 下 の チ ベ ッ ト仏 教 史,あ るい は チ ベ ッ ト史 と 呼 ぶ べ き もの の展 開 は,(1)ゲ ル ク

派 の 草 創 期,特 に この 後 約400年 に亘 り今 日に及 ぶ ダ ライ ラマ制 度 が チ ベ ッ トの地 に徐 々 に根

をお ろ しつ つ あっ た 時期 で あ る事,そ して特 に,(2)ユ ンテ ンが 蒙 古 民 族 の血 を 引 くダ ライ と

して,そ の 法 王位 に即 い た事 は ダ ライ ラマ制 度,乃 至 ゲル ク派 が 蒙 古 諸 汗 の武 力 を裏 楯 と して・

そ の 教 勢 を全 ラマ教 圏 に侵 透 す る上 で 非 常 に有 利 で あ っ た事,し か し乍 ら 他 面,(3)16世 紀 末

か ら17世 紀 初 頭 にか けて の この時 期 は,必 ず し もチベ ッ ト国 内 が 平 穏 で あ った 訳 で は な く,一

時期,統 一 王 朝 として君 臨 した パ グモ ドゥ派 の衰 微 後 は,カ ル マ派 の ゲル ク派 に 対 す る脅 威 が

増 大 した 事,国 際 的 に は(4)蒙 蔵 の 関係 は お お む ね 平 穏 で あ っ たが,(5)明 朝 とチ ベ ッ トの 関

係 につ い て は,明 末 の 中 国 に対 して は,朝 貢 使 の派 遣 な ど とい う形 式 化 した 行 事 は行 われ た に

せ よ,そ れ 以 外 の特 殊 な 交 流 は,ユ ンテ ンの晩 年,神 宗 か ら奉 迎 使 を受 けた 事 を除 い て,ダ ラ

イ法 王 庁 と明朝 との 問 で 行 われ る こ とは な か っ た等 の事 柄 が,そ の骨 子 とな る と考 え られ るの

で あ る。

13世 紀 末,パ クパ 但phags-pa,1235～1280)の 活 躍 に よ って,サ キ ャ(Sa-skya・)王 朝 が忽 勝 烈

.汗 セ チ ェ ン(Se・chen,1215～1294)の 外 護 を 受 け て成 立 し,そ の セ チ ェ ン の 元 朝 が1367年 滅 亡

して 明朝 が興 起 して以 後,1つ には 明 か らの圧迫 を逃 れ るた め蒙 古 の 諸 汗 と手 を結 ん で,そ の教

勢 の維 持 に つ とめ た チベ ッ ト仏 教 の各 教 団 中,14世 紀 末 には ツォ ン カバ に よ る新 教,黄 帽 派 の

成 立 を 見,こ の 派 の法 脈 を 受 継 ぐゲル ク派 に よ って,ダ ライ ラマ 制 の基 礎 を作 り上 げ た の で あ

っ た。 そ して,初 代 ダ ライ,ゲ ン ドゥシの滅 後,約100年,ユ ンテ ンの時 代 を迎 えた が ・ こ の間 ・

チ ベ ッ ト大 蔵 経 の開 版 乃 至 集 成 事 業 として知 られ る もの は,1320年 代 の ナ ル タ ン(Snar-than)

古 版 の集 成,そ して,そ れ に引続v・て 開版 され た と伝 え られ る ツ ェル パ(Tshal・pa)版 ・ リタ ン

(Li-than)版,更 に は 明朝 永 楽 年 間,中 国 にお い て 開版 を見 た と され る永 楽 版,そ して今,4

代 ダ ライ,ユ ンテ ンの時 代 とな っ て,中 国 万暦 年 間 に 同 じ く中 国 に お い て 開版 され た と伝 え ら

れ る万 暦 版 な どが,そ の名 を留 めて い るの で あ る。 これ ら初 期 の チ ベ ッ ト大 蔵 経 諸 版 の 開版 に

つ い て は,何 れ もそ の史 実 性 に若 干 の 疑念 を持 た ざる を得 ない が,万 暦 版 の場 合 も,明 の万 暦

帝 神 宗 が何 故 に チベ ッ ト大蔵 経 の 開版 に 思 い至 った の か,そ の意 途 は不 明 で あ る。 彼 が企 図 し

た処,少 な くと も1つ に は明 蔵 親 交 策 の 強化 とい う事 が考 え られ て よい で あ ろ うが,彼 の時 代

は 明末 で あ り,そ の統 治 の万暦44年(1616),奇 し くも と云 うべ き か,4代 ユ ンテ ン遷 化 の年 が

清 の太 祖 天 命 元 年 に 当 るの であ る。 明蔵 親 交 策 とは即 ち,蒙 蔵 の離 間 策 で あ ろ うが,蒙 古 の血

を 引 くユ ンテ ンの出 現 は,最 早,蒙 蔵 間 にチ ベ ッ ト大 蔵 経 の 開版 とい う楔 を打 込 む に は,既 に

機 を失 した と も云 え るの で はな か ろ うか。 この よ うに考 え らる時,当 時 にお け る チ ベ ッ ト国 内

の情 勢 か ら判 断 して も,あ るい は蒙 蔵 関係 か ら見 て も,明 朝 に よ る万 暦 版 開 版 の,こ と明 朝 の

(7>
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政治的意図に関する限 り,そ の根拠になお不明の点が存すると云えるのではなかろうか。
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